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法務省民一第2134号

令和8年 7月 17日

法 務 局 長 殿

地方法務局長 殿

法務省民事局長

（公 印 省 略）

帰化事件処理要領について（通達）

帰化事件処理要領を別添のとおり定めたので、事務処理上遺憾のないよ

う取り計らい願います。

この通達と抵触する従前の取扱いは、この通達によって変更し、又は廃

止しますので、念のため申し添えます。
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ｿ帛ｲﾋｴ妻件処当玉里星雲令頁

第1節 定義

この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

1 申請者 帰化をしようとする者をいう。

2 申請 帰化の許可の申請をいう。

3 申請書類 帰化許可申請書及びその添付書類をいう。

4 法務局等 法務局又は地方法務局をいう。

5 帰化事務取扱庁 法務局若しくは地方法務局又はこれらの支局であって、帰化に関す

る事務を取り扱う庁をいう。

6 管轄法務局 申請者の住所地を管轄する帰化事務取扱庁をいう。

7 受付庁 帰化の許可の申請を受け付けた帰化事務取扱庁をいう。

8 帰化者 帰化を許可された者をいう。

第2節 帰化の相談

帰化の相談は、申請を受け付けた後の事務処理を円滑にするためのものでもあるので、

その相談の際には、次の点に留意する。

1 相談者に対し、帰化の意義（永住許可（出入国管理及び難民認定法（昭和26年政令

第319号）第22条）との異同等）、帰化の許否の性質（法務大臣がその自由裁量に

より決するものであること）、帰化に必要な条件、身分関係の整序’ ｜、提

出すべき書類（第3節第2）等について説明し、十分な理解を得るよう努める。

また、その際に、提出書面について、個人番号（マイナンバー）、住民票コード、基

礎年金番号、被保険者証の保険者番号、被保険者記号・番号又はねんきん定期便の照会

番号、アクセスキー（以下「個人番号等」という。）が記載されているものを提出する

場合には、個人番号等についてマスキング等の措置を講じた写しを提出する必要がある

こと（住民票の写しをはじめ、個人番号等が記載されていないものを取得することが可

能な書面については、当初から個人番号等が記載されていないものを提出すべきこと）

を説明する。

2 相談者に対し、申請者の身分関係資料、特に親子関係を証する書面（出生又は父母の

婚姻を証する書面等）を可能な限り持参させるよう配慮する。

3 「帰化許可申請のてびき」又は「帰化による日本国籍の取得」を準備し、これらを基

本にして説明する。

4 申請をしようとする者に対しては、申請書類が偽造されたものである場合、申請書類

に記載すべき事項を記載せず、若しくは虚偽の記載をした場合、担当官の調査に協力せ

ず、若しくは虚偽の供述をした場合又は不実の身分関係を作出している場合には、帰化

が許可されないことを説明する。

5 申請は、本人の意思に基づき行われるべきものであるので、その意思を抑圧すること

のないようにする。

6 申請時に帰化に必要な条件を備えていないと認められる者については、条件を備える

ときを待って申請をするよう助言する。
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7 届出による国籍取得に必要な条件を備えていると認められる者については、届出によ

る国籍取得が可能であること及び届出による国籍取得の場合と帰化による国籍取得の

場合とにおける手続等の異同を説明する。

8 帰化後の氏名に用いることのできる文字を説明し、申請受付後に帰化後の本籍又は氏

名を変更することのないよう十分な検討を行った上で帰化許可申請書に記載するよう

伝える。

9 相談者から担当官の氏名、身分等の教示を求められた場合には、身分証明書又は国籍

割調査官証 ’を提示する。

二は、誤解を生じさせることのないよう、10 電話による相談に応じる場合には、誤解を生じさせることのないよう、相談の内容

及びこれに対する説明を明確にし、近いうちに申請をする意思を有している相談者に対

しては、来訪の上相談するよう求める。

11 相談（電話による相談を含む。）に応じて説明をした場合には、相談者の住所、氏

名等所要の事項を帰化相談簿（付録第1号様式）に記載し、又は同様式所定の事項を記

載した相談票（カード式）を作成する。

第3節 申請の受付

第1 受付の一般的留意事項

1 申請は、管轄法務局において受け付ける（国籍法施行規則（昭和59年法務省令第3

9号）第2条第1項）。

なお、数人の親族が同時に申請をしようとする場合には、管轄法務局を異にする親族

の申請についても、申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）の利便

及び申請の迅速な処理を考慮して相当と認められるときは、これを受け付けて差し支え

ない。この場合には、その親族の申請は、管轄法務局を経由してしたものとみなす。

2 申請は、申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）が自ら管轄法務

局に出頭し、申請書類を提出してしなければならない（国籍法施行規則第2条第2項、

第3項）。

申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）が郵便その他の方法によ

り申請書類を提出した場合には、申請を受け付けず、申請者（申請者が15歳未満であ

る場合には、法定代理人）に対し、出頭して提出するよう説明した上で、申請書類を返

戻する’

3 申請を受け付ける場合には、必要書類が全部そろっているか否か及びその記載が形式

的に整っているか否かを点検し、書類が不足しているときは完備させ、記載に不備があ

るときは補正させる。

書類が不足している場合であっても、速やかに当該書類が提出される見込みがあると

きは、当該書類を確認することにより帰化に必要な条件を備えていないことが判明する

おそれがあるときを除き、申請を受け付けて差し支えない。

4 申請を受け付ける場合には、申請書類及び申請者（申請者が15歳未満である場合に

は、法定代理人）への質問により、申請者の身分関係及び帰化に必要な条件を備えてい

う
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るか否かについて、可能な限り明らかにするよう努めなければならない。

5 申請書類が偽造されたものである場合、申請書類に記載すべき事項を記載せず、若し

くは虚偽の記載をした場合、担当官の調査に協力せず、若しくは虚偽の供述をした場合

又は不実の身分関係を作出している場合には、帰化が許可されないことを説明した上

で、申請を受け付ける。

6 申請時に帰化に必要な条件を備えていないと明らかに認められる者であっても、その

者が申請をしようとする場合には、その申請を受け付ける。

7 国籍法（昭和25年法律第147号）に規定する帰化に必要な条件を説明する。

8 調査の過程において外国人であることが他人に知れることがあることを説明する。

9 申請後に申請書類の記載内容に変更が生じた場合又はこれに追加して記載すべき事項

が生じた場合には、速やかに受付庁に報告する必要があることを説明する。

また、受付後であっても書類の提出を求めることがあることを説明する。
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第2 申請者が提出すべき書類

申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）に次の書類の原本及び写し

（帰化許可申請書については、副本）1通を提出させる。ただし、申請者が15歳未満で

ある場合には、帰化の動機書、履歴書及び宣誓書については、提出させることを要しない。

数人の親族が同時に申請をしようとする場合において、提出すべき書類に同一内容のも

のがあるときは、親族のうち一人についてのみ、その原本及び写し1通を提出させれば足

りる。
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なお、申請者が提出した書類の中に、個人番号等が記載されている場合は、マスキング

等の措置を講ずる。

l 帰化許可申請書（付録第2号様式）

(1)申請者ごとに、帰化許可申請書（以下「申請書」という。）を作成させる。

（2）国籍・地域欄

(3)出生地欄

原則として、地番まで記載させる。また、行政区画については、出生当時又は現在

の行政区画名を記載させる。

(4)通称名欄

使用したことがある通称名（氏名を変更・訂正したことがある場合には、変更・訂

正前の氏名を含む。）を全て（住民票又は閉鎖外国人登録原票に記載されているか否

かを問わない。）記載させる。

(5)生年月日欄

生年月日の訂正の有無を確認し、訂正したことがある場合には、その内容等につい

て聴取する。

(6)帰化後の本籍欄、帰化後の氏名欄及び帰化後の氏名の振り仮名欄

ア 帰化後の氏名については、帰化後は、戸籍法（昭和22年法律第224号）第1

07条又は第107条の2の規定による手続を経なければ変更することができな

いことを説明した上で、帰化後の氏名として使用することができる文字を用いた氏

名を記載させる。

なお､申請者が夫婦で申請をしている場合又は日本国民の配偶者である場合には、

帰化後の氏として、夫又は妻のいずれの氏を称するかを氏欄の括弧内に記載させ

る。

帰化後の氏名の振り仮名については、氏名として用いられる文字の読み方として

一般に認められているものでなければならず、帰化後は、戸籍法第107条の3又

は第107条の4の規定による手続を経なければ変更することができないことを

説明した上で記載させる。

エ 帰化後の本籍、氏名又は氏名の振り仮名を訂正・変更する場合には、訂正・変更

の申出書を提出させる。申請書において訂正・変更をさせるときは、当該訂正・変

4
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更が申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）の意思に基づくも

のであることを担当官が確認した旨を申請書欄外に朱書きして認印する｜

’。

(7)申請者又は法定代理人の署名欄

ア 受付時に署名させ劃 l法定代理人が申請をする場合には、受付時

にその氏名、住所及び資格を記載させる。

イ 氏名を自筆することができない者については、受付時に担当官の面前で押印（又

は指印）させ、担当官が申請書欄外に「申請者の押印（又は指印）であることを確

認した。」と朱書きして認印する’ ！

（8）証明資料との照合

申請書の各欄の記載については、提出された証明資料と照合し、正確に記載されて

いることを確認する。

2 法定代理人の資格を証する書面

本国の法令が明らかであって、身分関係を証する書面により法定代理人の資格がある

ことを判断することができる場合には、その資格を証する書面を提出させることを要し

ない。

3 写真

申請書（正本及び副本）には、申請者の年齢を問わず、その写真（申請の日前6か月

以内に撮影された単身、無帽かつ正面上半身の写真であって、約5センチメートル正方

の鮮明なもの）を貼付させる。

なお、申請者が15歳未満である場合には、父母等法定代理人とともに撮影された写

真を貼付させる。

4 帰化の動機書（付録第3号様式）

｜申請者に自筆させる

Ｉ

帰化をしようとする動機については、日本に入国するに至った経緯及び動機、日本で

の生活についての感想、日本に入国した後に行った社会貢献、本国に対する思い、帰化

が許可された後において行うことを予定している社会貢献、帰化が許可された後におけ

る日本での生活の予定等を記載させる。

5 宣誓書（付録第4号様式）

申請者に、担当官の面前で署名（署名することができない者については、押印又は指

印）させて提出させる。

6 履歴書（付録第5号様式）

(1)申請者の経歴等を日付順に漏れなく記載させる。職歴（本国での職歴及び日本に入

国した後に行ったアルバイト歴を含む。）については、具体的な職務内容についても

記載させる。

一旬－



（2）証明資料として、最終学歴を証する書面及び自動車運転免許証その他の技能・資格

を証する書面の各写しを提出させ、その原本と照合する。自動車運転免許証を有し、

又は有していたことがある場合には、違反歴の有無にかかわらず、自動車安全運転セ

ンターが発行する運転記録証明書又は運転免許経歴証明書を提出させる。

7 在勤、在学を証する書面

在勤証明書については、可能な限り、就職年月日及び具体的な職務内容が記載された

ものを提出させる。

8 国籍を証する書面

(1)本国官憲発給の国籍証明書（申請者がその国の国籍を有することを証するために発

給されたものをいう。）を提出させる。
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10 身分関係を証する書面

(1)本国官憲発給の出生証明書、婚姻証明書、親族（親子）関係証明書その他の身分関

係を証する書面（申請者の続柄及びその出生から現在までの全ての身分行為を証する

もの）を提出させる。ただし、身分関係を証する書面の原本を提出することができな

いやむを得ない事情があると認められる場合には、その写しを提出させれば足りる。

また、申請者の父母及び兄弟姉妹の死亡を証する書面は原則として提出を要しない。

なお、これらの書面を国籍を証する書面として提出している場合には、重ねて提出

させることを要しない。

７



’
(2)日本において戸籍に関する届出をした者については、その届出事項が記載された日

本の戸（除）籍謄本（全部事項証明書）又は戸籍届書の記載事項証明書（記載事項証

明書を提出することができない場合には、戸籍届書の受理証明書、戸籍受附帳の写し

等）を提出させる。

’
(3)身分関係についての裁判、審判又は調停がされている場合には、その裁判書 審半ll

書又は調停調書の謄本を提出させる。

(4)次に掲げる者については、当該各号に掲げる書面を提出させる。
'

1

ア 日本国民の配偶者（内縁関係にある者を含む。） その日本国民の戸籍謄本（全

部事項証明言）

イ 日本国民の子（養子を含む。） その日本国民の戸籍謄本（全部事項証明書）

ウ 日本国民であった者の子（養子を含む。） その日本国民であった者の日本国籍

喪失事項が記載された戸（除）籍謄本（全部事項証明書）

エ 日本の国籍を失った者 日本国籍喪失事項が記載された戸（除）籍謄本（全部事

項証明書）

オ 日本に帰化した者の親族 その日本に帰化した者の帰化事項が記載された戸(除）

籍謄本（全部事項証明書）

11 居住歴を証する書面

申請者の世帯全員（住民票上、別世帯であるが、申請者と同一生計の者を含む。）の

住民票の写しを提出させる。

（注）住民票の写しの提出を求める場合には、個人番号（マイナンバー）及び住民票コ

ードが記載されていないものを取得するよう指導する。

個人番号及び住民票コードが記載された住民票の写しが提出された場合には、調

査時に、個人番号及び住民票コードについてマスキング等の措置を講ずる（個人番

号及び住民票コードが記載された源泉徴収票等が提出された場合も同じ。）。

(1)申請者については、氏名（通称名を含む。以下この項において同じ。）、生年月日、

性別、国籍、在留資格、在留期間、在留期間の満了日、在留カード番号（特別永住者

証明書番号を含む。以下同じ。）及び法定の住所期間における居住歴が記載された住

民票の写しを提出させる（出入国記録により過去の居住歴が確認できる場合、過去の

住所に係る住民票の写しの提出は要しない。）。氏名又は生年月日を訂正している場

合には、訂正前の氏名又は生年月日が記載されたものを提出させる。

(2)申請者と同居している者（(3)に該当するものを除く。）については、住民票の写し

を提出させる。

同居している者が外国人である場合には、氏名、生年月日、性別、国籍、在留資格、

8



在留期間、在留期間の満了日及び在翻カード番号が記載された住民票の写しを提出さ

せる。

（3）申請者の配偶者（元配偶者を含む。）については、婚姻期間中の居住歴が記載され

た住民票の写し（又は戸籍の附票の写し）を提出させる。

配偶者が外国人である場合には、(2)に掲げる事項のほか、婚姻期間中の居住歴が記

載された住民票の写しを提出させる（出入国記録により過去の居住歴が確認できる場

合、過去の住所に係る住民票の写しの提出は要しない。）。

なお、申請者と内縁関係にある者については、原則として、現在の住民票の写しを

提出させれば足りる。

12 親族の概要（付録第7号様式）

13 生計の概要（付録第8号様式）

(1)申請者並びに配偶者及び生計を一にする親族（同一一世帯に属する場合に限らない。

以下「親族等」という。）の収入関係、資産関係等所要の事項を具体的に記載させる。

（2）資産関係等の証明資料の写しを提出させ、その原本と照合して生計の概要の記載内

容を確認する。ただし、証明資料が大部に及ぶ場合において、写しを提出させる必要

がないと認められるときは、その写しを提出させる必要はなく、その原本と照合して

生計の概要の記載内容を確認することで足りる。

14 事業の概要（付録第9号様式）

(1)申請者又は親族等が個人事業経営者又は法人経営者（法人の役員又は実質的経営者

をいう。以下同じ。）である場合には、事業の内容等所要の事項を具体的に記載させ

る。

この場合において、申請者又は親族等が官公署の免許、許認可、登録等（以下「免

許等」という。）を要する事業を経営しているときは、免許等の証明書の写しを提出

させ、その原本と照合する。

（2）申請者又は親族等が法人経営者である場合には、法人の登記事項証明書並びに直近

の決算期に係る貸借対照表及び損益計算書の写しを提出させ、その原本と照合して事

業の概要の記載内容を確認する’

15 給与証明書

－9－



申請者又は親族等が給与所得者である場合には、給与証明書を提出させる。ただし、

16に掲げる公的資料等から申請者の収入により世帯の生計を維持することができる

ことが明らかであり、生計条件の調査以外の調査において必要がないと認められるとき

は、申請をしていない親族等の給与証明書を提出させることを要しない。

16 課税証明書及び納税証明書

(1)申請者及び親族等について、次表に掲げる書類を提出させる。

（2）申請者の収入により世帯の生計を維持することができることが明らかである場合に

は、親族等については、原則として、次表に掲げる書類を提出させることを要しない。

総所得金額が記載された都道府県・市区町村民税の課税証明

書（最近5年分）

都道府県・市区町村民税の納税証明書（最近5年分）

所得金額が記載された所得税の納税証明書（最近3年分）

所得税の確定申告書（添付書類を含む。）の控え（最近1年

分）

源泉徴収票（最近1年分）

住民税を適正な時期に納めていることを証明する資料（最近

5年分。ただし、特別徴収されている期間を除く。）

① 給与所得者であ

って確定申告義務

があるもの

総所得金額が記載された都道府県・市区町村民税の課税証明

書（最近5年分）

都道府県・市区町村民税の納税証明書（最近5年分）

源泉徴収票（最近1年分）

住民税を適正な時期に納めていることを証明する資料（最近

5年分。ただし、特別徴収されている期間を除く。）

② 給与所得者であ

って確定申告義務

がないもの

③ 個人事業経営者 総所得金額が記載された都道府県・市区町村民税の課税証明

書（最近5年分）

都道府県・市区町村民税の納税証明書（最近5年分）

所得金額が記載された所得税及び事業税の納税証明書（最近

3年分）
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Ⅱ

消費税の納税証明書（最近3年分）

所得税の確定申告書（添付書類を含む。）の控え（最近1年

分）

住民税を適正な時期に納めていることを証明する資料（最近

5年分。ただし、特別徴収されている期間を除く。）

④ 法人経営者 法人の都道府県・市区町村民税の納税証明書（最近1年分）

法人の事業税の納税証明書（最近3年分）

法人の所得金額が記載された法人税の納税証明書（最近3年

分）

法人の消費税の納税証明書（最近3年分）

法人の法人税の確定申告書（添付書類を含む。）の控え（最近

1年分）
’

総所得金額が記載された都道府県・市区町村民税の課税証明

書（最近5年分）

住民税を適正な時期に納めていることを証明する資料（最近

5年分。ただし、特別徴収されている期間を除く。）

⑤ ①から④までに

該当しない者。た

だし、未成年であ

る等非課税である

ことが明らかであ

るものを除く。

(注1）上記表の各号に複数該当する者については、該当する全ての書類を提出させる

（例えば、給与所得者であり、かつ、法人経営者である者については、①又は②

及び④に掲げる書類を提出させることとなる。）。

（注3）事業開始後間がないため、申請時に納税証明資料を提出することができない場

合には、その後 当該資料を提出することができるに至ったときに提出させる。

17 社会保険料の納付証明書

申請者のマイナポータル内の健康保険証の資格情報、医療保険の資格情報の画面の写

し又は資格確認書の写し（以下、「被保険者資格情報等」という。）を提出させる（申

請者が被扶養者である場合には、申請者を扶養する者の被保険者資格情報等も提出させ

る。申請者に配偶者がいる場合には、配偶者の被保険者資格情報等も提出させる。）。

（注）被保険者資格情報等の提出を求める場合には、保険者番号及び被保険者等記号・

番号（以下「被保険者等記号・番号等」という。）をマスキングした上で提出する

よう指導する。

被保険者等記号・番号等が記載された被保険者資格情報等が提出された場合に

は、調査時に、被保険者等記号・番号等についてマスキング等の措置を講ずる（被

保険者等記号・番号等が記載された被保険者資格情報等以外の書類が提出された場
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合も同じ。）。

また、申請者又は申請者を扶養する者が次に掲げる者に該当する場合には、当該各

号に掲げる書面を提出させ、その原本と照合する。なお、申請者又は申請者を扶養す

る者が下記(1)から(9)までに掲げる者に該当する場合には、最近2年分の、社会保険料

を適正な時期に納めていることを証明する資料（特別徴収されている期間を除く。）を

合わせて提出させ、その原本と照合する。

（1）国民年金法（昭和34年法律第141号）第7条第1項第1号に規定する者（以下

「第1号被保険者」という。） 最近2年分の年金記録（被保険者記録照会回答票、

被保険者記録照会（納付I)及び同（納付Ⅱ)(以下、合わせて「被保険者記録照会

回答票等」という。）、年金保険料の領収書等）の写し

（2）第1号被保険者が属する世帯の世帯主 当該世帯に属する第1号被保険者の最近2

年分の年金記録（被保険者記録照会回答票等、年金保険料の領収書等）の写し

（3）第1号被保険者の配偶者 配偶者の最近2年分の年金記録（被保険者記録照会回答

票等、年金保険料の領収書等）の写し

（4）厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第6条第1項又は第3項に規定する

適用事業所の事業主（以下「年金保険適用事業所の事業主」という。） 最近2年分

の被保険者記録照会回答票等、年金保険料の領収書等の写し

（5）国民健康保険法（昭和33年法律第192号）第5条に規定する被保険者（同法第

6条各号のいずれかに該当する者を除く。以下「国民健康保険被保険者」という。）

の属する世帯の世帯主 最近2年分の国民健康保険料納付証明書等

（6）高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）第50条に規定する

者であって、同法第108条に規定する保険料の納付義務を負う者（以下「後期高齢

者医療保険料納付義務者」という。） 最近2年分の後期高齢者医療保険料の領収書

等の写し（申請者が世帯主の場合には、当該世帯に属する後期高齢者医療保険料納付

義務者の保険料の領収書等の写しを提出させる。配偶者が後期高齢者医療保険料納付

義務者である場合には、配偶者の保険料の領収書等の写しを提出させる。）

（7）健康保険法（大正11年法律第70号）第3条第3項に規定する適用事業所の事業

主（以下「健康保険適用事業所の事業主」という。） 最近2年分の被保険者記録照

会回答票等、健康保険料の領収書等の写し

（8）(5)から(7)までに該当しない者であって､公的医療保険料の納付義務を負うもの(国

民健康保険法第19条に規定する国民健康保険組合の被保険者等） 最近2年分の保

険料の納付証明書等

（9）介護保険法（平成9年法律第123号）第9条第1号に規定する者であって、同法

第132条に規定する保険料の納付義務を負う者（以下「介護保険料納付義務者」と

いう。） 最近2年分の介護保険料納付証明書等（申請者が世帯主の場合には、当該

世帯に属する介護保険料納付義務者の保険料納付証明書等を提出させる。配偶者が介

護保険料納付義務者である場合には、配偶者の保険料納付証明書等を提出させる。）

18 添付書類の訳文

添付書類が外国語により作成されている場合には、その訳文を提出させる。訳文には、

翻訳者の氏名を記載させるほか、原則として、翻訳者の住所及び翻訳の年月日も記載さ
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21 担当官が提出を求めた書類

以上のほか、担当官が帰化に必要な条件の具備又は国籍若しくは身分関係の認定に必

要であると認めた書類を提出させる。

第3 申請者及び帰化意思の確認

1 申請者の確認

出頭した者が申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）本人である

ことを在留カード（特別永住者証明書及び出入国管理及び難民認定法及び日本国との平

和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正

する等の法律（平成21年法律第79号）附則第28条の規定により特別永住者証明書

とみなされる外国人登録証明書並びに個人番号カードとしての機能を付加するための

措置が講じられた特定在留カード及び特定特別永住者証明書を含む。以下同じ。）、旅

券、運転免許証等により確認し、これらの写しを提出させ、その原本と照合する。

2 帰化意思の確認

（1）申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）の意思による申請であ

ることを確認する。

第4 申請の受付

1 申請を受け付けた場合には､申請書の表面余白に受付印を押印して受付番号を記載し、

帰化事件受付簿（付録第10号様式）に所要の事項を記載する。また、受付後、速やか

に国籍事務処理システムに所要の事項を入力する。

数人の親族が同時に申請をした場合において、帰化後に同一戸籍に入る者があるとき

は、それらの者の受付番号については、同一番号とする。この場合においても、申請書

ごとに受付印を押印し、受付番号を記載する。

2 申請書の副本には、表紙（帰化許可申請事件記録（付録第11号様式））を付する。

13-



3 支局において申請を受け付けた場合には、1と同様の処理をするとともに、申請の内

容を適宜の方法により速やかに本局に報告する。

4 帰化許可申請書受付証明書（付録第12号様式）については、本省の指示を受けて申

請者にロ ｜を提出させる場合などにおいて、申請

をしていることを証明する必要性が特に認められ、かつ、本省が作成した文書の写し又

は受付庁が作成した連絡票に受付印を押印したもの等で目的を達しないときを除き、交

付しない。

6 帰化事件の移送を受けた場合

記載する。

には、速やかに帰化事件受付簿に
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第4節 処理計画・進行管理

l 申請を受け付けた場合には、次のとおり処理計画を立て、帰化事件の迅速な処理に特

に留意する。

（1）直ちに帰化事件の担当官を決め、帰化事件受付簿に記載する。

担当官については、原則として、申請を受け付けた者とする。

申請を受け付けた者以外の者を担当官とする場合には、申請を受け付けた者は、担

当官に対し、受付の際に明らかとなった申請者の身分関係等を引き継がなければなら

ない。

（2）受付庁が本局である場合には戸籍課長（国籍課がある本局にあっては、国籍課長）

を、受付庁が支局である場合には支局の長（総務課がある支局にあっては総務課長、

戸籍課がある支局にあっては戸籍課長）を進行管理者とし、進行管理者は、担当官に

よる帰化事件の進行を管理する。

（3）担当官は、速やかに申請書類を調査し、帰化事件の問題点等を把握した上で、進行

管理者と協議して調査方法等を検討し、関連事件がある場合には、その処理も考盧し

て処理計画を立て、処理計画表を作成する。処理計画表の作成に当たっては、可能な

限り短期間で能率的に調査を完了することができるよう配意し、支局において受け付

けた帰化事件については、速やかに本局の進行管理者に適宜の方法で処理計画表の写

‐14



しを送付する。

なお、帰化事件の処理が遅れる可能性がある場合には、進行管理者にその理由を説

明しなければならない。

（4）進行管理者は、担当官を指揮して、帰化事件を迅速に処理しなければならない。ま

た、常に帰化事件の進行状況を把握し、事件処理を能率的に行わせることができたか

否かを自らが評価するとともに、その評価の結果を事件処理に反映し、より能率的な

事件処理が図られるよう努めなければならない。

なお、担当官から、帰化事件の処理が遅れる可能性がある旨の連絡を受けた場合に

は、担当官と十分協議して帰化事件を迅速に処理するよう努めなければならず、担当

官による帰化事件の処理が正当な理由なく遅れているときは、その改善を図らなけれ

ばならない。

（5）本局の進行管理者は、支局の進行管理者を指揮して、帰化事件を迅速に処理しなけ

ればならない。また、帰化事件の進行状況を把握し、事件処理を能率的に行わせるこ

とができたか否かを自らが評価するとともに、その評価の結果を事件処理に反映し、

より能率的な事件処理が図られるよう努めなければならない。

支局が扱う帰化事件の処理が正当な理由なく遅れている場合には、本局の進行管理

者も、その改善を図らなければならない。

2 帰化事件の処理が正当な理由なく遅れている場合には､本省から改善を指示するので、

進行管理者及び担当官は、これに従い、速やかに改善を図らなければならない。

第5節 国籍、身分関係の認定
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第7節 書類の整理及び進達

第1 進達書類の作成

調査を完了した場合には、次の書類を作成する。

1 帰化許可申請書類の進達について（付録第24号様式）

2 帰化申請者調査表（付録第25号様式）
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進達書類に関する留意事項

(1)本省に進達する書類は、明示のない限り、その原本とする。

(2)数人の親族が同時に申請をした帰化事件については、原則として、一件書類として

3
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まとめる。この場合には、1及び2に掲げられた書類ごとにまとめ、帰化申請者調査

表に記載された者の順序で編てつする。ただし、国籍・身分関係等認定調書について

は、各申請書の次にそれぞれ編てつする。

（3）進達書類については、更紙程度の裏表紙を付け、左側と下端をそろえ、布製のつづ

りひも又は連射式クリップを用いて書類が散逸しないように編てつする（本国官憲発

給書類を除き、書類ごとのステープラ留めはしない。）。

第3 一件書類の進達

1 進達書類の点検を終えた場合には、進達年月日及び番号を帰化事件受付簿に記載し、

一件書類を進達する。

2 進達書類は、書留郵便等の確実な方法により送付する。
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第4 進達後の措置

臼
や
写

ＬＰＧ小ｒ

Ｇ
Ｇ
ご
・

－
０

‐

。
、
。

‐

技叫ク
△、

■岬。

‐

Ｐ
・
ず
●
。
‐
。
ｂ
・
マ
口
｝
‐
‐
。
‐
吟
△
‐
ｒ
，
争
‐

▲
ｂ
ｑ
“
Ｆ
令
４
１
宮
・
ロ
凸
冒
‐

．、。・侭““

。
◇
ｑ

ア、

。

‐
“

画
‐
■
■
軸
も
十

●
４
．
．
，
Ｊ
‐
。
ｑ
・

平
、
６
０
．
．
、
含
ワ
罰
‐
０
．
征
‐
ロ
。
。
｝
吟
．
？
。

Ａ
‐
・
』
先
。
」
ぜ
。
‐
、
’
五
。
。
・
・
・
。
『
壱
・
←
ざ

Ｄ
ｑ
ｏ
宮
△
Ｐ
Ｊ
ｌ
４
１
‐
ｑ

ｏ

ｊ
Ｄ
ｒ
今
・
・
も
“

雌
‐‐

“
４

字‐、、
ｂ
Ｑ
ｈ
Ｇ
ｅ
ｂ
冒
冒
ｈ
Ｇ
Ｉ
‐

・・・・
ざ
琴
、

・

寺１国

凸

。
、

。

。

．。
‐．ｑｏ．。》ザ辿鈎．‐砕日’■◇．巳

幸ロ一・
。｝。

。△．‐毎号》。、。』‐，。‐花。心恥ログ‐・干型叱抑．。、‐‐ず。‐“恥ｆ・‐聿
‐
〃
‐
。
・
グ
ー
。
、
‐
響
‐
一
一
０
．
。
‐
、
．
‐
仁
・

。
、
１
．
。
、
芯
・
耗
秒
・
・
‐

由・６ｔ操。．．ｂ“６．・マｑ・兆・・・一宇』
・６‐。』令伊Ｌ‐‐ぜ》

．
。
ｑ
、
・
・
や
。
「
。
＋
ザ
。
●
・

・
ず
．
‐
、
〆
“
４
今
“

Ｐョ
・・Ｆ・●・

や
△
◇
△
‐
一
毎
‐
稲

・
▽
。
ぶ
り
Ｐ
・
Ｉ
。
、
‐

｜

Ｆ・・‐《。

｝

‐、
２

・‐。、》ｎ群。‐皇．．“手・←』、‐．
？
‐
阜
寺
宅
〃
’
１
、
句
亘
、

町
‐
．
Ｍ
ｑ
芦
．
都
邑
‐

弐
・
‐
恥

弛
凸
垂
ぐ
り

二
『
軋
む

ｊ
Ｊ
ｑ
‐
か

呼
・
。

Ｄ
‐
胡

。
◇
０
０

「

Ｌ全い

ま。《ロ・

『
知
‐

喰P,●．
均一β-,.~』,
■、，Q 』すLp

eDq~ ご

+､『版h,｡”･角
kJ･ウク

'"､ｻテ

、
『I

坪・◆も・・・・血ぐ。、←‐、

鏡〃・‐和一一一過・誠一△
も
中
哩
Ｉ
。
。
‐

０
６
二
▲
４
１
“

ず
、
●
り
ら
。
＄
ｆ
Ｂ
ｊ
１

ヂィ△‐言・
‐》青。．

‐
・
凸
‐
宮
』
９
‐

《グ四ケ‐・恥心マ・』
令
い
沙
全

戸
◇
争
恥
唾
４
Ｆ
■
宮
・
“
争
可
’
１

字I
』

q P＄
ザ

《

配
色

1ヶ

‐’･ろ3.-,-,も,‘..‐．・・・

〆:‐T .'‘･&､’.『-‘‐!

公
．

~ヤー9 7

かb
切さ6b~

Dq,DP･-●4

,可?-写,●

罪

､

門

&.z、-！‐ベ‘.､勺
－1

■口早ﾛ
･ リマI

11 “
？
．
仏
・
・
Ｉ
過
一
も
●
．
シ
や
・
必

や》準。．津姪〆隷．
、
．
。
‐
、
‐
９
．
“

‐
少
？
Ｊ
制
再
か
。

‐
ｂ
●
ｄ
母

-,審.

』
．
‐
ｖ
》
》

ｺ.,jjj,Jj－.『
③①Iq＝｡『4り＝ロ

ャー ヂ4 , 1

曾畠全･浄呈.

b､.;､

争与く．』.;,:

、‘2･

‐P5.』

鴉.f･

斗 争

４

も恥

- L ､

凸 伊 q Jq

、
。
。
．
．
訂
．
｜
み
‐
、
、
助
“
字

『
‐
や
‐
Ｆ
、
寺
ｒ

Ｆ
■
ゆ
．
咄
グ
宮
‐

・
屯
や
Ｉ
も
．

“
①
い

。
』
□
ぜ
。
ｅ
‐
‐
‐
．
『
。

缶■Ⅱ
､'1

● 1

正

Lも

1

竜

《

冴今も

＝玉

◆､｡]
‐: ,

f'~,：･令
魚 bT

413



第8節 帰化事件の終結

第1 許可の通知

1 帰化が許可され、本省からその連絡があった場合には、帰化者（帰化者が15歳未満

である場合には、法定代理人）に対し、速やかにその旨を連絡し、帰化者の身分証明書

■及び「帰化後の手続について」（付録第28号様式）を交付す-る

2 身分証明書は、本省からの許可の連絡の際に別段の指示がある場合を除き、住所、氏

名及び生年月日を官報の告示と照合した上、受付庁が作成した案により作成する。

帰化者が住所変更をしたこと（住所変更が告示前であるか否かを問わない。）が、告

示後、身分証明書を交付するまでの問に判明した場合には、変更を証

せた上、変更後の住所を記載した身分証明書を交付して差し支えない

提出さ

幽
‐44－



3 身分証明書を交付するに当たっては、帰化者（帰化者が15歳未満である場合には、

法定代理人）に帰化届（付録第29号様式）の提出及び在留カードの返還を指導する。

なお、帰化届の用紙は、身分証明書を交付する帰化事務取扱庁に備え付けておき、上

記の指導をする際に、帰化者（帰化者が15歳未満である場合には、法定代理人）に交

付する。

また、帰化により重国籍となった者に対しては、国籍選択の手続をとるよう指導する。難》諏裡》鍔》舜嘩舜燕舛辛一斗》鐡鐸》認討（一》一群恥
‐
Ｇ
Ｉ
Ｉ
二
‐
■
‐

■
■
具

ｅ

Ｌ４．》
皿．、。。・、

ふ衛口二．、

｝

も．０．．・‐．

『

‐。

毎

．‐』

“

Ｐ酷‐‐Ｊワマ』，
Ⅷ。．理、ｐ・帥．’唾‐・・‐・〃．‐』帝トル‐『

、‐刈芦６Ｊ｝・・Ｐ。。●参。。，、．‐典．》‐』。。←．．．
●。。。

・

・』。Ｊ
・
‐
、
４
．
．
や
？
‐
〃
『
”
・
・
・
”
‐
。
‐
●
。
、
・
ず
‘
・
凸
・
‐

‐
電
・
酔
・
‐
令
・

Ｖｑ鄙』・ず．。．》‐‐‐料》《』〉殴凸・マ・恥・ロ
〃‐‐ロ‐。‐・小‐今

プ、ｑ・、８

、
。

。

、

。

‐、

。

。
ｆ
・
‐
‐
蝿
却
凸
刃
や
」
ワ
ー
△
ず

０．群・｝・＄‐・・・１
や◇

か善・幸一今津・・叩．・封．釣．、《ぜ●や苧．・ベ．・寺●．●認？壷が．．●、黙Ⅱ●説鮭・詫試、》．〃弘砂ぺ１発・恥昭諏ぷふ捧口製再部．・獄一》（》．●、》《・》》．。●》・』一眼術‐評ｆ・

．

、づ・・』Ｌ
二．‐乱、‐〃や．。‐‐‐・魂．・噂・毎跨Ｉ・萢画鋸宇』．や馬寸評一吋も。枠‐傘・守。？ｑ，‐・唾Ｌシ・‐マ〃・寸・。、

’８

。

④

↓、串、０‐日や‐‐吟《《ロリ巳

１

’

←‐
‐、

。、▽ｆ
‐①。・・９伊哩‐‐羊‐‐〃‐ｂＤ』

凸十

“

。．

。

‐

“、。

。

□‐
．
。
。
‐
・
凸
、

、

巳．・ザ
‐。．△

‐
マ
・
碑
．
“
‐
ｆ
：
‐
Ｐ

ｂ

、
ｌ
‐

ワ
ー
、
。
。
、
ｆ
ｏ
Ｄ
０
１
ｖ
Ｐ
。
‐
“
。
、
・
・
一
。
。
争
・
《
‐
．
‐
・
媚
●
戸
Ｌ
，
．
｝
・
瓜
．
・
封
．
、
．
、

い，・・昂・‐・卸・‐．・、。埜．赤．、
卜轌哺。．”・‐‐０．，．℃。、壷ｊマ。＄Ｐ．・・‐・剤，。Ｆ仁。‐‐、。，．《。。。。‐・・も。。，。

い』｜命令’一●．一」、’二椎一・’翫皇．、剛・惨、裡俄参ｅ、小●ｗ恥辱」賊‐．《‐．ぷ孝蛎架●’一・一〉》》『●吾鵬が．・・・．．》．が唯‐令，。・〆、．》。》弓旬．｝，。．”一函湾ぐ←ｑ、
．
◆
・
Ｐ
・
‐

‐

申

、
皇
、
、
『
‐
、
公
・
｝
．
、
雲
‐
手
‐
‐
．

Ｐ”

、

．

。‘狸
，Ｐ〃．。》。◇州》‘‐．一・・，《・か●〃・》一八秒‐‘》部。‐・’‐了。〃一・‘画．‘》‐。。州叱唯・・←、‐尭・，、

‐
や
・
甲
‐
。
。
、
‐
宇
句
孔
凸
ｂ
・
・
一
口
６
申
①

■_牌

Q ‐

6f●
『．~ず

二
吋
子
●
軋
む
■
宮

・
・
“
・
二
凸

冒
■
亀
甲
ｂ

・
△
寺
Ｊ
・

●ｋ
・
・
・
苧
・
’
狸
〃
寺

宇
ｔ
ザ
・
０
．
．
Ｊ

r~8

､ 丑

6 匁

P'‘ｲ

仁 、~か

1。

Ｊ
、
？
・
、

D f

q旦 守~

延
牙

t 口

凸-1ｰ

。
‐
炉
〕
‐
・
・
ｅ
“

●
ｌ
副
口
冒

や
‐
‐
、
午
１

‐
。
、
軍
．
‐
‐
我
．
‐
が
蛾

一・０口Ｆ旧‐アマ｜・・・も
函
・
↑
も
９
．
㈹
‐

令
。
４
．
。
‐‐
，
Ｌ

ロ
ー
‐
、
串
‐
▽
Ｄ
写
・

’’ｑ貼叱ダニ
池》‐』凸‐

ず
ｆ

・
・
も
、
‐
・
「
。

､一･･･一

4k.~,句｡ ,

，、ゴー r､.．

』』荘.‘',1'f

､

悪f_,‘E舐､.‘

第2 不許可の通知

1（1）本省から帰化が不許可と判断された者（以下「不許可者」という。）についての連

絡があった場合には、不許可者（不許可者が15歳未満である場合には、法定代理人）

に対し、「帰化許可申請の結果について（通知）」（付録第30号様式）により速や

かに不許可の旨を通知する。

上記の通知は、不許可者のプライバシーに配盧した方法（例えば、不許可者（不許

可者が15歳未満である場合には、法定代理人）に手交する方法、封書による書留郵

便により送付する方法等）により行い、手交した場合は受領書を徴し、送付した場合

は封書が到達したことを確認することができる書類を保存する。

珪
勇

や
寸
冒
《

〃
・
ｆ

Ｄ
毎
〆

酬
い
。

＄
ロ
叫
１

‘、．損。ｑベ韮・、●●．斡報・企・●、〃
③
Ｉ
Ｊ
Ｆ

‐ＪｏＪ「．『‐ず叩巳』『‐
や禿‐心。、

ヂ？。．術●〃‐‐‐・ＰＦ・ざも。望。‐。・
今
二
・
。
◇
・
も
も
‐
◇
ず
〃
少
．
。
、
。

宮
‐
９
夕
ｑ
４

ｑ
説
蛭
酔
ｂ
■
曲
冒
‐

‐“今《毎
、が小

ｑ‐、
芯

．
ｅ
‐
‐
グ
仏
吋
釦
‐
‐
・
炉
『
・
い

む
凸
ｑ
ｏ
ｏ

．
＄
凸
句
‐
１
●
令

●や脾か『．、‐‐い’味、恥即甲恥‐，罪ｐ《‐Ｌ狸砂．
．
．
Ｐ
‐
‐
‐
ワ
◇
・
巳
．
‐
Ｐ
△
・

‐
、
。
‐
・
“
．
」
イ
・
ワ
‐

“
・
・
昇
吟
．
・
淵
向
・
・

．
‐
‐
・
・
叱
公
・
才
Ｉ
・

‐
マ
９
‐
．
・
や
●
。
，
了

‐
？
『
、
供
．
Ｃ
Ｏ
．
、
Ｐ
０
．

・
・
・
・
『
ｇ
・
、
。
。
ｂ
印
●
。
‐
‐
。
。
、
射
、

一“ｉの《、當軋かニドバＱ布。鼻』荊“‐．や．Ｆ‘唖四脚‐“
■
“
ｔ
ａ
－
０
ｇ
．
ｐ
亘
可
伊

人
。
、
．
．
．
‐
←
４
期
，
‐
鮒
，
血

と
ｂ
‐
口
少
く
。
、
勺
．
Ｊ
ｏ
１

宮
‐
‐
酩
砿
・
‐

、領‐『‐、い←．《。、〆皇抵・３Ｄ。．‐も
“
。
§
零
，
４
夕
。
．
・
１
．

、
、
毎
℃
、
４
｝
垂
‐
。

‐
山
野
可
．
．
“
、
毛

ワ
‐
‐
・
可
佛
１
４
．
１

Ｐ
冒
甲
卜
令
粘
虹

▲
■
ｌ
‐
ｕ
や

町
ｂ
ｏ
鐸
軋
令
・

一

■‐■弗今‐Ⅷいり》■‐宮

■

ｃ

Ｆ
ｐ

３
宮
‐
ざ
も
９

Ｊ
宮

口
、
ｑ
Ｂ

‐
．
・
守
凸
ｆ
守
令
『
》
▽
課
．
少
．

Ｌ
、
や
ｆ
△
『
、
私
‐
ロ
。

,､，'・‘,'享" 丙

1良

凸

；’6

P■

*

Z

州

も､●｡

万
一
ゐ

↓
当
ら
‐

ﾛｰｭ ・
ザ
．
唖
Ｊ
、

ｈ
や
宮

ざ
。
。
．
い
い
；
苧
・

Ｐ
も
。
仏
西
宮
△
‐

ｄ
ｏ
“
宮

‐
‐
や
‐
４
．

1－.昔 志
和
‐
‐
〆

争いｑ亘叫◇‐．

▲ IF密

｡■』,塚

G ←

J可
′，『.・＆｡...．.、やみ 詮.酔唾，‐ '■b f･＝

45



3 申請者（不許可者が15歳未満である場合には、法定代理人）から申請書類の返還請

求があった場合には、事後に再取得をすることができない書類の原本のみを返還する。

例えば、本国官憲発給の国籍・身分関係証明書等の原本で、再取得が困難である等の事

情があるものについては、返還して差し支えない。受付庁（受付庁が支局である場合に

は、その本局）に保存されていない書類については、本省から原本の送付を受け、不許

可者（不許可者が15歳未満である場合には、法定代理人）に返還する。

なお、申請書類を返還した場合には、受領書を徴する。

第3 申請の取下げ及び申請者の死亡

1 申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）が取下げの意思を表明し

た場合には、取下書（付録第32号様式）を提出させ、

｜帰化事件の処理を終結する。

取下げの意思の確認については、帰化意思の確認に準じた処理をする（第3節第3）。

2 申請者が日本国籍を有することが明らかとなった場合又は15歳未満の申請者の法定

代理人が正当な代理権を有しないことが明らかとなった場合において、取下げをするよ

う文書で通知した後も、取下書の提出がないときは、その写しを添付して帰化事件の処

理を終結して差し支えない。

3 申請を取り下げた者から申請書類の返還請求があった場合には、申請書を除き、添付

書類の原本を返還する。受付庁（受付庁が支局である場合には、その本局）に保存され

ていない書類については、本省から原本の送付を受け、申請を取り下げた者に返還する。

なお、申請書類を返還した場合には、受領書を徴する。

4 申請者が死亡した場合には、死亡を証する書面を提出させ、死亡の事実を確認した上

で、帰化事件の処理を終結する’ ’。

第9節 行政文書及び行政文書ファイルの管理

第1 行政文書及び行政文書ファイルの備付け

1 帰化事件の事務処理上、備付けが必要な行政文書及び行政文書ファイルは、次のとお

りとする。
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行政文書及び行政文書ファイルの名称

帰化相談簿（付録第1号様式）

帰化事件受付簿（付録第10号様式）

帰化事件嘱託受付簿（付録第16号様式）

帰化者身分証明書発給簿（付録第33号様
一P-､
工へjノ



帰化許可申請事件記録（付録第11号様式）

帰化事件に関する雑書類

2 帰化許可申請事件記録については、原則として、受付庁（受付庁が支局である場合に

は、その本局）において保存する。

また、進達省略書類’ ｜については、原本を帰化許可申請

事件記録として保存すれば足り、写しは適宜廃棄して差し支えない。

第2 帰化事件の内容の公開等の要求への対応

1 行政文書及び行政文書ファイルには個人情報が含まれているので、原則として、帰化

事件の処理以外の目的のために利用してはならない。

2 行政文書及び行政文書ファイルの情報の公開等の要求については、以下のとおり対応

する。

（1）帰化者又は申請者からの要求

帰化者又は申請者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）から、提出

した書類又は調査から判明した帰化者若しくは申請者に係る情報について回答を求め

られた場合には、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）により回

答する。この場合には、本省の指示を受けて対応しなければならない。ただし、申請

者（申請者が15歳未満である場合には、法定代理人）から本省への進達の有無につ

いて回答を求められたときは、本省の指示を受けることなく、口頭で回答して差し支

えない。

（2）第三者からの要求

第三者から帰化者若しくは申請者に係る申請の受付の有無・時期若しくは調査の状

況又は申請書類若しくは調査から判明した帰化者若しくは申請者に係る情報について

回答を求められた場合には、法令上の根拠があるときを除き、回答してはならない。

また、法令上の根拠により回答を求められたときであっても、本省の指示を受けて

対応しなければならない。

第10節 統計・報告

第1 帰化許可申請等事件数表

帰化許可申請等事件数表（付録第34号様式）については、四半期ごとに作成し、各四

半期を経過する月の翌月の末日までに報告する。

なお、本省に進達した後に追加申請があった場合には、戸籍数を加算することなく、増

加に係る人数のみを加算する。

第2 本・支局別帰化許可申請等事件数表（年報）

本・支局別帰化許可申請等事件数表（年報）（付録第3‘5号様式）については、毎年1

月末日までに前年（暦年）分を集計して報告する。

1 戸籍数は、戸籍の編製単位（戸籍法第6条）ごとに計上する。

なお、申請の受付後、日本国民との婚姻等により戸籍数が増加した場合には、該当欄

にその増加に係る戸籍数を加算する。

2 本省に進達した後に追加申請があった場合には、戸籍数を加算することなく、増加に
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係る人数のみを加算する。

第3 留意事項

1 第1及び第2の報告については、後日訂正することがないよう十分注意する。

2 帰化許可者数等について照会があった場合には、法務年鑑 法曹時報又は法務省のホ

ームページで公表している範囲内の統計数値及びこれらの統計数値のうち、自局分の数

値については、回答して差し支えない。ただし、これ以外の各局の帰化許可者数等につ

いては、本省に照会の上、回答する。
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附則

帰化事件処理要領は、令和8年7月17日から施行する。
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第1号様式

帰 化 相 談 簿

担当者申請見

込人数

備考氏 名

年
叩

国籍

地域

住 所番号



第2号様式

帰化許1
年

法務大｜
日本国に帰化を

可申請耆
月 日

臣 殿
したいので、関係書類を添えて申請します。国
地

■

籍
域

帰
化
を
し
よ
う
と
す
る
者

帰
化
を
し
よ
う
と

出生地

住 所
（居所）

（ 年 月 日撮影）

（フリガナ）

氏 名

｡

'

氏~~~一~~~~~~~~~~~~－~~~~~~一~1茗~~~~－－－－~－－－－~－－

通
称
名

I

生
月

年
日 父母との

続 柄

男
女

大・昭・平・令 年 月 日生
在留カード番号

特別永住者証明

書番号

父 母 の

氏 名

母父

|名 氏 |名氏

1

1

.＝ ．－ ．＝ ．＝．－ ．＝．＝．＝ ．－ ．＝ ．－ ．＝､－ － ．一 二 ．＝ 一 一 一 ＝ ．＝ ＝ 二 一 L － － － － － ■ ＝ ■ - - ＝ 画 ■ ロ ー ー ロ ー ■■ -， ■ － － － － 面 ＝ 画 ＝ 一 一 一 一 一 ＝ - ＝ － － ＝ ロ ー ー ー ー ヨ ー --.-.－ － － －．－ －．－．一.－．＝.＝.一 一 一 一 .一 一.一 一.一 一 一

~~交~~一胃~~~~~~あ~~‐
本籍又は国籍

養 父 養 母
養 父 母 の
氏 名

氏氏 |名 1名

1 E

養 父 母 の

本籍又は国籍帰
の

化
本

後
籍

(フリガナ）

帰 化 後 の
氏 名 及 び
振 り 仮 名

氏.~~~~~~~~~一~~~一~~~~~~－~一~一~~~~~~一~~一~路~~~~~~~~~~一~~~~~~－－－~~~一一~~~~~~~~~~‐
（ の氏）’

申請者の署名
法定代理人の住
所、資格及び署名

上記署名は自筆したものであり、申請者は写真等と相違ないことを確認した5
受付担当官

電話連絡先 自宅 （ ） 勤務先 （ ） 携帯 （ ）

(注）1 申請書に記載する文字は、漢字、ひらがな、カタカナ及びアラビア数字のみとし、英字（アルファベット）では記

載しないこと。

「申請年月日」及び「申請者の署名又は法定代理人の住所、資格及び署名」欄については、申請の受付の際に記載
するので、あらかじめ記載しないこと。

申請者が15歳未満である場合には、その法定代理人が署名すること。

確認欄については、記載しないこと。

氏名は、氏、名の順序で記載し、氏名が漢字の場合は、よみかたも記載すること。中国等における簡略体漢字につ
いては、日本の正字に引き直して記載すること。

2

３
４
－
ｂ

帰化をしようとする者の写真

（申請日の前6か月以内に撮影

した5cⅡ'正方の単身、無帽、正

面上半身のもの）

15歳未満の場合には、法定代

理人と一緒に撮影した写真



第3号様式

J苧言 イヒ ‐ 重力 杉美 薑壽

年 月 日

申請者

(注）1 帰化をしたい理由（例えば、日本に入国するに至った経緯及び動機、日本での生活
についての感想、日本に入国した後に行った社会貢献、本国に対する思い、帰化が許
可された後において行うことを予定している社会貢献、帰化が許可された後における
日本での生活の予定等）を具体的に記載し、末尾に作成年月日を記載し、署名する。
原則として、申請者が自筆（ワープロは不可）する。
この書面は、申請者ごとに作成するが、15歳未満のものについては、作成するこ

とを要しない。

ワ
』
へ
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第4号様式

宣 誓 書

私は、日本国憲法及び法令を守り、
定められた義務を履行し、善良な国
民となることを誓います。

年 月 日

氏 名

(注）1 氏名については、申請の受付の際に記載するので、あらかじめ記載しない。
2 この書面は、申請者ごとに作成するが、15歳未満のものについては、作成する
ことを要しない。



第5号様式

履 歴 書 氏
名

(そ の 1）

年 月 日 居 住 関 係 学 歴・職 歴 身 分 関 係

出生

I

1

11

1

1

1 1

(注）1 1年」については、日本の元号で記載する。

2 履歴事項については、古い年代のものから漏れなく記載する。例えば、学歴につ
いては、転校、中途退学、卒業の学部等についても記載し、職歴（本国での職歴や
日本に入国した後に行ったアルバイト歴も含む。）については、勤務先だけでなく、
担当した職種についても記載する。
また、身分関係については、父母の死亡及び事実婚についても記載する。

3 用紙が不足する場合には、同一用紙を用いて記載する。
4 この書面は、申請者ごとに作成するが、15歳未満のものについては、作成する
ことを要しない。



履 歴 書
（その2）

氏
名

回数 期 間 日 数 渡 航 先 目的、同行者等

1

年
年

月
月

日
日

～

2

年
年

月
月

日
日

～

3

年
年

月
月

日
日

～

4

年
年

月
月

日
日

～

5

年
年

月
月

日
日

～

6

年
年

月
月

日
日

～

ワ
イ

年
年出 入 国 歴

(最近 年間）

月
月

日
日

～

8

年
年

月
月

日
日

～

9

年
年

月
月

日
日

～

10

年
年

月
月

日
日

～

総 出 国 日 数

普 通 自 動 車 運 転 免 許 取 得

号）
レハくノレ

年 月 日 第 1 種

（免許証番号第
年 月 日 日本語能力試験N

技能

資格

使用言語

賞罰

確認欄

(注）1 「年」については、日本の元号で記載する。、

2 出入国歴については、法定住所期間におけるものを記載する。ただし、最短でも最近1年

間の出入国歴を記載する。

3 使用言語欄については、本国における親族・友人との間で主に使用している日本語以外の

言語を記載する。

4 賞罰欄については、過去から現在までの全てのものを記載する。

5 確認欄については、記載しない。



第6号様式

国籍離脱・放棄宣誓害

法 務 大 臣 殿

私は、日本に帰化し、本国である××××の国籍を離脱・放

棄することが可能になったときは、直ちに当該国籍を離脱・放

棄することを誓います。

氏 名

生年月日

住 所

上記法定代理人

父

母

年 月 日

三



第7号様式

’

親 族 の 概 要 交際状況等(居住地区分／口日本 口外国）

①交際の有無、②帰化意思

の有無、③申請者の帰化に

対する意見、④その他（電

話番号、帰化申請日、帰化

日など）

所/-千
|工年名続 氏

職 業

齢 ※死亡している場合は、住所の

記載に代え、死亡日を記載

柄

生年月日

①交際 ／口有 口無

②帰化意思／口有 口無
③意見／口賛成 口反対

口特になし

ThL -

年 月 日帰|上’稀(口 年 月 日亡）年 月 日生

①交際 ／口有 口無

②帰化意思／口有 口無
③意見／口賛成 口反対

口特になし

ThL -

年 月 日帰|上’糒(口 年 月 日亡）年 月 日生

①交際 ／口有 口無
②帰化意思／口有 口無

③意見／口賛成 口反対
口特になし

ThL -

年 月 日帰|上’稀(口 年 月 日亡）年 月 日生

①交際 ／口有 口無
②帰化意思／口有 口無

③意見／口賛成 口反対
口特になし

ThL

年 月 日帰|上‘稀年 月 日生

①交際 ／口有 口無

②帰化意思／口有 口無
③意見／口賛成 口反対

口特になし

h －

年 月 日帰|上’稀(D 年 月 日亡）年 月 日生

①交際 ／口有 口無
②帰化意思／口有 口無

③意見／口賛成 口反対
口特になし

1hL -

年 月 日帰|上’稀年 月 日生 (口 年 月 日亡）

原則として、申請者を除いて記載する。
この書面に記載する親族の範囲は、申請をしていない「同居の親族」のほか、申請者の
｢配偶者（元配偶者を含む。）」、「親（養親を含む。）」、「子（養子を含む。）」、
｢兄弟姉妹」、「配偶者の両親」、「内縁の夫(妻)」及び「婚約者」である。
なお、これらの親族については、死亡者についても記載する。
この書面は、日本在住の親族と外国在住の親族とに用紙を分けて作成する。

(注）1

2

3



第8号様式

生 計 の 概 要 (その1） 年 月 日作成）（

月 収 （円）名氏 種 目 備 考

収

入

計

へ口

考備支 出 科 目 金 額 （円）

食 費

住 居 費

支 教

云
月

費

返 済 金

生命保険等掛金

預 貯 今

出
の 他そ

計

今口

完 済 予 定借 入 先 残 額借 入 の 目 的

主
な

負
債

(注） 世帯を同じくする家族ごとに作成する。
月収額については、申請時の前月分について、その手取額を記載する。
収入の種目欄については、給与、事業収入、年金等の別を記載する。
収入が世帯を異にする親族等からの仕送りによる場合には、月収欄に送金額を、種目欄に

仕送りである旨を、備考欄に仕送人の氏名及び申請者との関係を、それぞれ記載する。

１
２
３
４



生 計 の 概 要 (その2）

主
我

人時 価 等 名面 積類種

不

動

産

金 額 （円）名 義 人先入預

預

貯

金

等名 義 人評 価 額類種
株
券
・
社
債
等

評 価 額類種

高

価
な

動

｜

’
麓

高価な動産欄については、おおむね100万円以上のものを記載する。
不動産については、国外にあるものも記載する。

(注）

１
２



第9号様式

対象となる

期 間

年 月～

事 業 の 概 要 年 月

商 号 等 所 在

経 営 者開業年月日 年 月

■
■
一

申請者との関係（ ）

’営業の内容 (確認欄）許認可の年

月日番-号等
’

営業資本 万円

従業員数 名（内専従者 名）

事業用財産

営業外費用売 上 高

売 上原価

販売費等

万|豊万円

特別利益 万|豊万円

特別損失 万円万円

万円（利益率 ％）利 益営業外収益 万円

期末残額（万円）’ 返済の方法借入額（万円）借 入 先借 入 年月

負 平・令

｜令
〈祠ｐ

一

平
一
平

債

NZ.令l

平・令

借入の理由及び

返 済 状 況

取引の内容所 在 電話番号 年間取引額

（万円）

取引期間名称又は代表者名

取
引

先
備

考

１
２
３
４

ｊ注ぐ

「年」については、日本の元号で記載する。
この書面は、複数の事業を経営している場合には、1事業ごとに作成する。

個人事業については前年分について、法人については直近の決算期について、それぞれ作成する。
確認欄については、記載しない。



第10号様式

帰 化 事 件 受 付 簿

法 務 局

受 付

国籍

･地域

種類 氏 名 住 所 結 果 等 担当官 備考
番号 月；ロ 垂一一壷壷一エー一睡画一垂一一壷壷エニーーェ壷垂一一一王室一一一一》壷垂

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

進 達 月

|曇｜
本 人 通

進 達 月

|票’
'一｜

|…｜

本 人 通

進 達 月
-I

~|

-l

…｜

本 人 通

進 達 月
-I

=l

-l

…｜

本 人 通

進 達 月

一ロ

ーI

-I

…｜

本 人 通

進 達 月
■■■■■■■■■ロ

ーI

-l
…1

本 人 通

日一月一一月一月一月一知一一日一一月一一月一月一一月一一知一一日一月一月一月一一月一一知一一日一一月一一月一一月一一月一一知一一旦一月一月一一月一旦一知一一旦一月一一月一一月一一月一知

■
■
二
一
面
■
二
一
盲
■
二
一
百
里

結
果

日
一
一
日
一
一
日
一
一
日

結
果

日
一
一
日
一
一
日
一
二
呂
一

結
果

ﾛ

日
一
一
日
一
一
日
一
一
日

結
果

｜
■
■
一
一
一
石
■
一
一
一
石
■
二
一
百
里

結
果

昌
一
一
日
一
一
日
一
一
日

結
果

'

(注）’
氏名欄については、原則として、申請者全員の氏名を記載する。

他庁から移送を受けた事件については、備考欄にその旨を記載する。

取下げ・死亡については、該当文字を○で囲み表示する。

７
－
３

４

’ ’

6 本人通知欄については、帰化の許否の通知を発出した月日を記載する。

7 支局においては、本局へ送付した月日を進達月日欄に記載する。



第11号様式

帰 化 許 可 申 請 事 件 記 録

年 腸

口
Ｈ
口
宕

受 付 年 月

及 び 番

口Ｈ
ロ
万 第

月年

舎

口
Ｈ
ｐ
方

進 達 年 月

及 び 番

口
Ｈ
ロ
万

第

年 月

口
Ｈ
口
万

ニノr－

両T‐ 可

配 第

生口

示

結 果

年 目

口
Ｈ

ロ
万

不許可

民 一 第

年 月取下げ

■
■
一

国籍・地域

住 所

氏 名

申請者

担
当
官
Ｉ 担

当
官

庁 名

(表）



処理計画及び担当官調査記録

要摘実施年月日予定年月日

一一
受付

担当官分担

月 日
一

一一

月 日
一一

一

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

月 日月 日

予

備

欄

(注） この表紙は、申請を受け付けた際、申請書の副本に用いる。

摘要欄については、各局の実情に応じて、処理工程を記載する。

、
１
ノ

ー軍蓉
ノ
ー
、



第12号様式

証第
ロ

ー万一

帰化許可申請書受付証明書

国籍・地域

住 所

氏 名

生年月日

上記の者から日本国籍取得のため帰化許可申請書が提出され、

日受け付けたことを証明する。年 月

月年

■
■
二

へ

法 務 局

地方法務局

匡

正 印



第13号様式

国 籍 ・ 身 分 関 係 等 認 定 調 書

｜
’

申請者名

通 称 名
■

■

■

■

口爵漕菖篭
□⑧ﾉｰｲ籍

口住民票の写し

① 口出生証明

□⑤戸籍受付帳

口父の申述書

□
ロ
ー
■

(本)出生公証書

⑧出生届

父母の供述

口国籍証明 口旅券

口閉鎖外国人登録原票の写し氏 名

口鰯欝菖湾
口⑧戸籍

口住民票の写し

｢ｳﾘ
、ニノ (本)国籍証明口出生証明

⑥出生j南 □⑥戸籍受付帳

外国人記録調査書

口国籍証明 口旅券

□ □

□
□

□

籍
域

国
地

口鰯禰菖繍
□⑧戸籍

口住民票の写L

③ 出生証明

母子~F帳

父の申述耆

口国籍証明 口旅券

口閉鎖外国人登録原票の写し

□

□（本)出生公証書

□⑧出生j閨

口父母の供述
□

口
口

出 生 地

口鬮習菖籍
□⑧戸籍

口住民票の写し

④ 国籍証明 口旅券

閉鎖外国人登録原票の写し

父の申述書

出生証明

⑥戸籍受付帳

母子~F帳

□
□

□

(本)出生公証書

⑧出生届

父母の供述

田
口
一
■

□
□

□

生年月日

⑤ 住 所 口住民票の写し 口閉鎖外国人登録原票の写し

口鬮欝菖籍
□⑧戸籍

口住民票の写し(父）

⑥ 父子関係・

父の氏名

口創氏認定

□（本)出生公証書 口 出生証明

□⑧出生届 口父の申述書

口閉鎖外国人登録原票の写し(父）

口国籍証明

□

口爵醤喜涛
□⑧戸篤

口 住民票の写し(母）

(本)出生公証書 口 出生証明

⑧出生j笛 口父の申述書

閉鎖外国人登録原票の写し(母）

口国籍証明

□

⑦ 母子関係・

母の氏名

口創氏認定

□
ロ
ー
■

□(理騨縛
□⑧婚姻j苗

口鬮薄菖憾
□⑧戸鰭

口 婚姻証明 □

□ □

父 母 の

婚 姻

⑧
嫡
出
性
・
続
柄

口爵習菖籍
□⑧戸籍

口 出生証明

□

□⑧認知届

□⑧出生届

□
□

父母から

の 認 知

口爵習菖籍
□⑧戸籍

口父母の供述

(本)親族公証書 口 出生証明

⑥出生届 口父の申述書

閉鎖外国人登録原票の写し

口親族証明

□

□

□
□

□

父母との続柄

口嫡出子

口學出でな‘，
口鬮習菖蒲
□⑥戸籍

(本)婚姻・離婚

夫妻公証書

⑧婚姻届

口 婚姻証明 □

□ □

⑨

□
□

婚 姻

口爵習菖憾
□⑧戸篇

□(本)養子縁組公証書口養子縁組証明

□⑧養子縁組1苗 □

⑩

養子縁組

(補記欄）



国籍･身分関係等認定調書の作成要領及び作成上の注意事項

1この調書は、申請者ごとに作成する。

2申請者名欄については、申請者が1件1名である場合には､記載を省略して差し支えない。

3通称名欄については､通称名に帰化後の氏名と同一のものがあれば､それを最初に記載し、

以下順次､使用頻度の高い順に三つまで記載する。

4①欄から⑩欄までについては､認定の資料としたすべての資料の□に,/又は■印を付ける。

あらかじめ掲記されている資料以外の資料については､各欄の末尾の□に､/又は■印を付け

て､その資料名を記載する。

なお､帰化者の身分証明書(案)に父母の氏名を創氏改名による氏名を用いて記載する場合

には､⑥､⑦欄の｢口倉l1氏認定｣の□にゾ又は■印を付ける。

(注）各欄の｢⑤戸籍｣とは日本の戸(除)籍を、「(韓)証明書｣とは韓国の家族関係登録簿に基づ

く証明書を、「(朝)(台)戸籍｣とは韓国(朝鮮)及び台湾の戸(除)籍をいう。

5国籍･身分関係等を証する資料間にそごがある場合にはそごの内容及び認定資料として採用

した理由を､公的資料及び申請者又は関係者の供述等にそごがある場合にはそごの内容及び

認定の理由を、申請書の記載と異なる認定をした場合にはその理由を､国籍･身分関係の認定

について本省の判断を要するものについては問題の所在を､それぞれ補記欄に記載する。

なお､補記欄は､適宜枠を広げて記載することができる。

また、申請書の記載と異なる認定をしたときは、申請書の記載を便宜朱で訂正し､又は補記を

する。

6この調書は､認定の根拠を明らかにするものであるので､5の場合を除き､認定の結果を記載

することを要しない。



第14号様式

第

ローワ

年 月 日

法務省民事局民事第一課補佐官

殿

法務局（地方法務局）戸籍（国籍）課長

法務局（地方法務局）戸籍（国籍）課長（支局長）

（公印省略）

帰化許可申請事件記録（写し）の送付について（依頼）

氏 名（通称名）

上記の者から帰化許可の申請があり、事務処理上参考としたいので、下記の者

の帰化許可申請事件記録（写し）を送付されたく依頼します~。

記

1 許可（不許可）の年月日

氏名（従前の氏名）2

申請者との関係3

4 写しを必要とする理由及びその部分



第15号様式

第 号

年 月 日

法務局民事行政部（地方法務局）長 殿

法務局民事行政部長

地方法務局長

法務局（地方法務局）支局長

（公印省略）

帰化許可申請事件の調査について（嘱託）

国籍・地域

現 住 所

氏 名

生年月 日 大正・昭和・平成・令和 年 月 日生

上記の者から帰化許可の申請がありましたので、下記の事項について調査の上、

急回答願います。

記

語

備 考調 査 事 項調 査 対 象 者



第16号様式

帰 化 事 件 嘱 託 受 付 簿

国 籍

・地 域

主
月

三
一
口

者
名

調 査 先

市町村名

受 付

年 月 日

申
氏

回答年月日

番 号
嘱託庁名 担当官氏名



第17号様式

(その1）

｜
■■■■■■■■■■ ’

’調査年月日

(1)

籍
域

国

地

②

身 分関係

｜担 当 官

調査場Iｿ『



③

帰化の動機

④

健康状態

担 当 官



’

⑩ 口生計の概要書記載のとおり □（ )の供述のとおり

且 計



担 当 官



第17号様式

申請者調査書(その2 ）

’調査場所調査年月日

担 当 官







第18号様式





第19号様式





第20号様式

■

■





第21号様式

’





第22号様式

出 |里

申請者名

眉霞■ﾛ■|期間 ｜|日数 ｜|渡航先 ｜…■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

111 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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第24号様式

六去

弟

凸

且
ワ

年 月 日

法務省民事局長 殿

法務局（地方法務局）長

(公印省略）

帰化許可申請書類の進達について

ほか 名から 年 月 日申

請のありました帰化許可申請事件について、一件書類を進

達します。



第25号様式

帰化申請者調杳表
(そ の1）

当
条

該
法国籍

地 域
条

口戸ジ
続

居住期間

在留の資

格

（期間）

皿
縁
関
係

備考生年月 日

（年 齢）
勺
ロ氏

柄

r

l ノ

）（

）（

）

｢

I

）

I



(その2）

身 分 関 係 図

生）（

血罰勵（

生）（

生）（
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鋤（
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生）（

生）（

生）（
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銅（

虫（
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(その3）



(その3）

その他

生

三_L
pl

|

’

参
考

事
項
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第26号様式

(その1）

号証第

帰化者の身分証明書

この身分証明書に記載された者は、 年 月 日法務省告示配

第 号により日本国に帰化した者であることを証明する。

なお、帰化者の戸籍に記載すべき身分事項は、帰化事項のほか、この

証明書に記載のとおりである。

年 月

■■一

名 職印法 務 局（地 方 法 務 局）長 氏

(注意）（1） この証明書は、帰化の届書に添付して市区町村長に提出する。

(2） 帰化者が15歳未満であるときは、法定代理人（親権者又は未成年

後見人）から帰化の届出をする。

年 月 日交 付⑳



(そ の2）

者
所

帰
の

化
住

①

新戸籍編製

又は入籍の別 3 の戸籍に入る2 の氏を称し新戸

籍を編製する

1 新戸籍を編製する②

本 籍帰化後の

戸籍の表示③

氏 名

⑫ 氏の振り仮名

【名】⑨

【名の振り仮名】⑫戸籍に記録される者

【生年月日】⑩

【父】⑦

【母】⑦

【続柄1⑧

身分事項 ④

⑥従前の氏名⑤帰化の際の

国籍・地域

【名】

【名の振り仮名】戸籍に記録される者

【生年月日】

【父】

【母】

【続柄】

身分事項

従前の氏名帰化の際の

国籍・地域

(注）【父】・【母】の右側に線が施されているときは、当該欄には入力しないこと。



(その3）

【名】

【名の振り仮名】戸籍に記録される者

【生年月日】

【父】

【母】

【続柄】

身分事項

「 ｜礎…従前の氏名帰化の際の

国籍・地域

【名】

【名の振り仮名】戸籍に記録される者

【生年月日】

【父】

【母】

【続柄】

身分事項

F1御…従前の氏名帰化の際の

国籍・地域
【名】

【名の振り仮名】戸籍に記録される者

【生年月日】

【父】

【母】

【続柄】

身分事項

従前の氏名帰化の際の

国籍・地域



(その4）

参考事項

⑪



身分証明書(案)の作成要領及び作成上の注意事項

各欄については、以下の事項を記載する。

①欄 帰化者の住所

②欄 帰化後における戸籍の編製方法

③欄 帰化後の本籍及び戸籍の筆頭者の氏名

④欄 帰化後の戸籍に記載すべき重要な身分事項（戸籍法施行規則58条の3第1項参

照）

⑤欄 帰化の際の国籍・地域

⑥欄 帰化前の氏名

⑦欄 父母の氏名

⑧欄 父母との続柄

⑨欄 帰化後の名

⑩欄 出生年月日

⑪欄 帰化届（戸籍法102条の2）に基づく戸籍の記載に必要な関連戸籍及び関連戸

籍に記載すべき事項

⑫欄 帰化後の氏名の振り仮名



第27号様式
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第28号様式

帰化後の手続について

帰化を許可された方は、今後、以下の手続を行う必要がありますので、所定の

期限内に行ってください。

口 帰化届

帰化の日から1か月以内に、帰化後の本籍地又は所在地の市区町村長に「帰

化届」をしなければなりません（戸籍法第102条の2）。期限内に届出をし

ない場合には、過料を科されることがあります。

なお、帰化の届出をする際には、法務局から交付された「帰化者の身分証明

書」を添付してください。

口 在留カード又は特別永住者証明書の返納

帰化の日から14日以内に、出入国在留管理庁長官に対して在留カード又は

特別永住者証明書（個人番号カードとしての機能を付加するための措置が講じ

られた特定在留カード及び特定特別永住者証明書も含む。）を返納しなければ

なりません（出入国管理及び難民認定法第19条の15、日本国との平和条約

に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法第16条）。

返納方法については、住居地を管轄する地方出入国在留管理局・支局・出張所

に直接持参し、帰化者の身分証明書の写しを添えて返納していただくか、帰化

者の身分証明書の写しを同封の上､下記の返納先に送付して返納してください。

期限内に返納しないと、罰金に処せられることがあります。

なお、在留カード又は特別永住者証明書とみなされている外国人登録証明書

についても同様です。

（注1）個人番号カードを保有している方は、在留カード又は特別永住者証明

書を返納する前に、帰化届又は国籍取得届をお住まいの市区町村へ先に提出い

ただければ、その際に、お持ちの個人番号カードを失効させることなく、引き

続き使用するための手続を併せて行うことができます。

（注2）特定在留カード又は特定特別永住者証明書を返納する場合は、新たに

個人番号カードの申請をする必要があるため、お住まいの市区町村において個

人番号カードの申請を行ってください。

(送付による場合の返納先）

〒1 35-0064 東京都江東区青海2－7-1 1 東京港湾合同庁舎9階

東京出入国在留管理局おだいば分室 宛て

※ 封筒の表に「在留カード等返納」と表記してください。



口 国籍の選択（重国籍となった方のみ）

日本と外国の重国籍となった方は、帰化の日から2年以内に（18歳に達していない方

は、20歳に達するまでに）、次のいずれかの方法により、日本国籍の選択手続をしなけ

ればなりません（国籍法第14条）。期限内に手続をしないと、法務大臣から国籍選択の

催告を受け、日本国籍を失うことがあります（国籍法第15条）。

① 外国国籍の離脱又は放棄

離脱又は放棄をしようとする国の国籍の離脱又は放棄の手続によりその国の国籍を離

脱又は放棄をした上で、本籍地又は所在地の市区町村長に「外国国籍喪失届」をします

（戸籍法第106条）。

② 日本国籍の選択宣言

離脱又は放棄をしようとする国に国籍の離脱又は放棄の手続がないこと等によって、

国籍選択期限内に外国の国籍を離脱又は放棄をすることができない場合には、本籍地又

は所在地の市区町村長に『国籍選択届」をします（戸籍法第104条の2)。この届を

した方は、法務大臣から国籍選択の催告を受けることはありません。

なお、その後外国国籍を離脱又は放棄をした場合には、上述①の「外国国籍喪失届」

をしてください。



帰 化 届

受 理 令和 年 月 日

第 号
令和 年 月 日 届出

書類調査｜戸霜記載｜記載調査｜附 票｜｜住民票｜通 知

長 殿

妻夫

（フ リ ガ ナ）

氏 名

一一一一・一－----一一一一一~一一一~一・一一一~一F一・=~ーーーー一一一~一一~一一一・一一一~一ー=

氏 毛
一.一 一 一 一 一 一 一 一■一一■一一.＝－ － － － －■－■一一 一 一 一 一 一■一一■一一 一 一 ＝ 一 一■一一 一 一 一 一 一■一一■一一

氏 名

膠逗→ 名
一一－一・=－－－－－－－－－－.=＝=一一・一一=一一一一一一一司=･一=一・一一一一一一一一一=,ー一一~一一一

(驚前:）
－．．＝－－ローーローーd＝－－－－－ローローーーーローーー一・一一＝一ヨーロー一一一一一一一一・一一・一一一一一一弓

年 月 日

一
日

一
名

一
同
月

可
・
９
０
．
．
１
１
１
１
１
己

』

一
年

一
氏

－
１
室

一
の
名
一

一

全
Ⅶ
リ

一

ユ
酬
い

一
従
氏
一

一

一生 年 月 日

住 所

糸
一
名

日
日
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｂ
０
。
Ⅱ
。
Ⅱ
■
Ｌ
ｏ
Ｊ
ｈ
ｌ
・
’
０
１
１

宮

氏
一
氏

父
一
母

糸
一
名

，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｑ
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
３
１
１
１
１
．
‐

氏
一
氏

父
一
母

続き柄

女

続き柄

男

父 母 の 氏 名

父母との続き柄

父 母 の 国 籍

父
一
母

父
一
母

１
Ｊ

（
日本人のときは

本鰭を書いてく
ださい

帰 化 の 際 の

国 籍

年 月 |日告示の年月日

一
地

一

一
番
番
一

氏
一
の
一

妻
一

口
一

氏
一
の
一

夫
一

一
者
名

一
頭
氏

口
一

一
筆
の

帰 化 後 の

夫 婦 の 氏 と

新 し い 本 籍

住民となった
年 月 日

年 月

■
豆

年 月

面
■
一

住所を定めた
年 月 日

年 月

ロ
且

年 月

口世帯員

■
■
一

■魍帯員口世帯主

世 帯 主
の 氏 名

世帯主と

の続き柄

口世帯主

世 帯 主
の 氏 名

世帯主と
の続き柄

１
１

））

１
１

世 帯 主・世

帯 員 の 別

））



帰化事項のほかに記載すべき身分事項は、別紙「帰化者の身分証明書」のとおりです

そ
の

他

’’
夫 妻

届 出 人 署 名

(※押印は任意）
印印

I

連 署 人
(帰化した人の配偶者が日本人のときに書いてください）

口夫 口妻

住 所

番地

番

筆頭者

の氏糸
籍本

署 名

(※押印は任意）
日鴎印 年 月



帰 化 届

受 理 令和 年 月 日

令和 年 月 日 届出
号第

苔顛調査｜戸籍記載｜記載調査｜附 票｜住民票｜｜通 知

長 殿

（フ リ ガ ナ）

氏 名

生 年 月 日

--..--------~K~~~~~~~~~~~~T~~~~~~~~~~~~g~~~~~~~~~~..-氏
年 月

,■

|■
＝

一一一==＝=－－－－－．一一一一一一一一一一.一一一一一三一・一一===一・一一・一・一一一一一・一一・一一一一－－－7－．－－－－－一一・~･一一・一一・一一一一=~画一一一一一一.=一一~ﾛｰｰｰﾛｰﾛ-－一・一一一・一一一

（従前の氏名） 氏 名

所住

父の国霜呆父 氏
父母との

続 き 柄

口男

口女

母父

母の国籍

１
Ｊ

（
日本人のときは

本鰐を書いてく

ださい

一一・一－ 一一一一・■.一一 ＝ － －－一一一トー･一一・一一一一一一一一一一 一 一 一 一一一

母 氏 名

帰 化 の 際 の

国 籍

年 月 日告示の年月日

口新しい戸籍をつくる 口父・母の戸籍に入る 口養父・養母の戸籍に入る

番地

番

筆頭者・

の氏名

帰 化 後 の

本 籍

住民となった
年 月 日

年 月

口■一

住所を定めた
年 月 日

年 月 日

口世帯主 口世帯員
世 帯 主・世

帯 員 の 別

帰化事項のほかに記載すべき身分事項は、別紙「帰化者の身分証明書」のとおりですそ
の

他

届 出 人 署 名

(※押印は任意）
印



届 出 人

（帰化した人が十五歳未満のときに書いてください。届出人となる未成年後兄人が3人以~このときは、ここに書くこと
ができない未成年後見人について、その他欄又は別紙（届出人全員が別紙の余白部分に署名してください。署名欄に押印
をしている場合は、余白部分への押印でも差し支えありません。）に書いてください。）

親権者(口母口養母）口未成年後見人親権者(口父口養父）口未成年後見人格資

住 所

籍本
番地 筆頭者
番 の氏名

番地 筆頭者

番 の氏名

署 名

(※押印は任意）

生 年 月 日

印

年 月 日

印

年 月 日



第30号様式
口
一
勺
ｐ
Ｈ

第

年 月

殿

法務局（地方法務局）長 印

帰化許可申請の結果について（通知）

年 月 日付け帰化許可申請については、許可しない旨の決定

がされましたので、通知します。

なお、この処分につき取消しの訴えを提起しようとする場合には、行政事件

訴訟法の規定により、この通知により上記決定を知った日の翌日から起算して

6か月以内に、国を被告として処分の取消しの訴えを提起しなければなりませ

ん。

おって、上記期間が経過する前に、通知が到達した日の翌日から起算して1

年を経過すると、処分の取消しの訴えを提起することができなくなりますので、

御注意ください。



第31号様式

受取人指定届
年 月 日

法務局（地方法務局）長 殿

帰化許可申請者（注）

住所

(署名）氏名

住所

(署名）氏名

年 月 日付け受付第 号帰化許可申請につき、法務局からの結果の通

返還書類等の受取について、下記の受取人及び受取場所を指定します。
記

受取人

氏名 間柄

電話 （ ）

知、

1

受取場所

住所（アパートやマンションの場合は、棟・号室まで記入してください。）
〒

2

電話 （ ）

口自宅

口勤務先（名称

□その他（

ｊ
１

以上

※受取人が書類を受け取ると申請者が書類を受け取ったこととなります。

※受取場所としての住所は、日本国内のものに限ります。



（注）

申請者が15歳未満（1人）の場合は、以下のとおり。

帰化許可申請者

住所

氏名

帰化許可申請者が15歳未満につき、

親権者 住所

(署名）

父
母

(署名）

申請者が15歳以上（1人）と15歳未満（1人）の場合は、以下のとおり。

帰化許可申請者①

住所

(署名）氏名

帰化許可申請者②

住所

氏名

帰化許可申請者②が15歳未満につき、

親権者 住所

父

母

(署名）

(署名）



第32号様式

圭日

取 下

年 月 日

法務大臣 殿

氏名（本人又は法定代理人）

私は、下記の帰化許可の申請を取り下げます。

記

国 籍 ・ 地 域

所住

名氏

大正

昭和

王成
-口和

日生年 月生 年 月 日

年帰化許可申請年月日 E
■

臼

げ取 下

理 由の



第33号様式

帰化者身分証明書発給簿

帰 化 年 月 日

及 び 告 示 番 号

帰化の際発行

番号

備 考担当官発 給 年 月 日l帛化許可者氏名
の 国 籍

・地 域

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

吉示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号

年 月 日年 月 日

告示配第 号



第 3 4 号 様 式
第 号

年 月 日

法 務 省 民 事 局 長 殿
法務局（地方法務局）長

年 第 ・四半期 （ 月～ 月分）帰化許可申請等事件数表

(8)

備 考

(9)

国籍に関す

る相談

/句､

(ｲノ次期への

繰越

(3)一(C)

(6)

嘱 託

(5)

、吟
園…岸、

処 理(4)（ql
,レノ(2)

前期からの繰

越

(1)

移送(C)(B）計 (A）新 受

(A)+(B)進 達 取 下･死1皇
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5 （3）欄 に つ い て は 、 「（1）欄 ＋（2）欄 j の 数 を 計 上 す る。

6 （4）の(B)欄 に つ い て は 、 進 達 前 の 取 下 及 び 死 亡 の 数 を

計 上 す る。

7 （7）欄 に つ い て は、 他 局 に 移 送 し た 数 （同 一 管 内 の 移 送

分 を 除 く。） を 計 上 す る 。 こ の う ち 、 前 期 か ら 繰 り 越 し

た 事 件 の 数 は（5）欄 か ら 差 し 引 き 、 当 該 事 件 の 移 送 日 及

び 原 局 受 付 番 号 を（8）欄 に 記 入 す る。

8 （9）欄 に つ い て は 、 帰 化 の ほ か、 国 籍 離 脱 等 国 籍 に 関 す

る 相 談 の 全 て を 計 上 す る。

（注） 1 戸 籍 数 に つ い て は、 戸 籍 の 編 製 単 位 （戸 籍 法 第 6 条 参 照） ご

と に 計 上 す る 。 な お 、 申 請 受 付 後 、 日 本 人 と の 婚 姻 等 に よ り

戸 籍 数 が 増 加 し た 場 合 に は 、 該 当 欄 に そ の 増 加 に 係 る 戸 籍 数

を 加 算 す る。

2 国 籍 別 欄 に つ い て は 、 申 請 者 の 帰 化 時 の 国 籍 を 韓 国 ・ 朝 鮮、

中 国、 そ の 他 の 区 分 に よ り 記 載一ウーる。

3 (1)欄 に 計 上 す る 数 は 、 他 局 か ら 移 送 を 受 け た 数 （ 同 一 管 内

の 移 送 分 を 除 く。） を 含 む。 他 局 に 移 送 し た 数 （同 一 管 内 の 移

送 分 を 除 く。） は 除 く。

4 （2）欄 に つ い て は 、 前 期 分 の（5）欄 の 数 を 計 上 す る。



四半期帰化許可申請事件数表（四半期統計表）の作成上の注意事項

四半期統計表は、基準日（集計対象期間の翌月15日（休日の場合にはその直前の開

庁日））に基づき作成する。

事件担当者においては、国籍事務処理システム（以下「システム」という。） にお

ける「統合・分害'l」作業を必ず失念せずに行うこと。

（これを怠ると、システムから算出した戸籍数及び人数と真実の数とが相違してしま
い、正しい事件数が計上されないこととなるため｡）

移送事件について

(1)基準日より前に管外に移送した数は含めないものとし、集計対象期間中に管外に移

送した数は、「移送」欄に計上する。

(2)管外から移送を受けた数は、「新受」欄に計上する。

(3)前期から繰り越した事件を集計対象期間中に管外に移送した場合には、「次期への

繰越」欄の数には当該移送事件の数を含めないものとし、移送日及び原局受付番号を

「備考」欄に記入する。

システムの統計機能の利用について

(1)「新受」欄には、システムの統計機能を用いて算出した数を計上する（システムの

統計機能からは、前記3の条件を満たした数が自動的に算出される｡)。

(2)「進達」欄には、システムの統計機能を用いて算出した数から、基準日より前の進

達後取下数を加えた数を計上する。

(3)「新受」及び「進達」以外の欄については、各局において作成している'帳簿等から

確認した数を計上する。

過去の報告の訂正について

過去の報告に誤りがあることが判明した場合には、新規報告数の増減による調整は行

わず、速やかに本省担当者に相談すること。

1
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(注 ） 1 （1）欄 に 計 上 す る 数 は 、 他 局 か ら の 移 送 分 （同 一 管 内 の 移 送 分 を 除 く 。 ）を 含 む 。 他 局 に 移 送 し た 数 （ 同 一 管 内 の 移 送 分 を

除 く。） は 除 く。

2 （3）の(B)欄 に お い て 移 送 先 が 数 庁 あ る 場 合 に は 、 様 式 欄 外 の 適 宜 の 箇 所 に 明 細 を 記 載 す‐る。

3 （3）の（C）欄 に 計 上 す べ き 数 が マ イ ナ ス の 場 合 に は 、 △ 印 を 付 す る。

4 （5）の(E)欄 に つ い て は 、 進 達 前 の 取 下 及 び 死 亡 の 数 を 計 上 す る。

5 （7）欄 に つ い て は 、 他 局 に 移 送 し た 数 （ 同 一 管 内 の 移 送 分 を 除 く。） を 計 上 す る 。 こ の う ち 、 前 年 か ら 繰 り 越 し た 事 件 の

数 は（6）欄 か ら 差 し 引 き 、 当 該 事 件 の 移 送 日 及 び 原 局 受 付 番 号 を （9）欄 に 記 入 す る。

6 （8）欄 に つ い て は 、 調 査 嘱 託 を 受 け た 人 数（同 一 管 内 の 本 ・ 支 局 か ら の 分 を 含 む 。 ）を 計 上 す る。

7 (10)欄 に つ い て は 、 帰 化 の ほ か、 国 籍 離 脱 等 国 籍 に 関 す る 相 談 の 全 て を 計 上 す る。



本・支局別帰化許可申請等事件数表（年報）の作成上の注意事項

1 年報は、基準日（毎年12月中に本省担当者から通知する｡）に基づき作成する。
2 年報は、四半期統計の数を加算した数字を計上するのではなく、国籍事務処理システ
ム（以下「システム」という。）の統計機能を用いて算出した数字と各局において作成
している帳簿等における件数とを照合するなどして、別途、作成すること。

（四半期統計報告後における戸籍数の変動や入力情報の修正等を年報に反映させるため｡）

3 事件担当者においては、システムにおける「統合・分害'l」作業を必ず失念せずに行う

こと。

（これを怠ると、システムから算出した戸籍数及び人数と真実の数とが相違してしまい、
正しい事件数が計上されないこととなるため｡）

4 移送事件について

(1)基準日より前に管外に移送した数は含あないものとし、集計対象期間中に管外に移
送した数は、「移送」欄に計上する。

（2）管外から移送を受けた数は、「新受」欄に計上する。

（3）前年から繰り越した事件を管外に移送した場合には、「翌年への繰越」欄の数には

当該移送事件の数を含めないものとし、移送日及び原局受付番号を「備考」欄に記入

する。

5 システムの統計機能の利用について

(1)「新受」欄には、システムの統計機能を用いて算出した数を計上する（システムの

統計機能からは、前記4の条件を満たした数が自動的に算出される｡)。

（2）「進達」欄には、システムの統計機能を用いて算出した数から、基準日より前の進

達後取下数を加えた数を計上する。

（3）「新受」及び「進達」以外の欄については、各局において作成している帳簿等から

確認した数を計上する。

6 過去の報告の訂正について

過去の報告に誤りがあることが判明した場合には、新規報告数の増減による調整は行

わず、速やかに本省担当者に相談すること。


